
別紙２ 

異文化理解促進プログラム協力講師 自己紹介 
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名前：周莉荀（しゅう りじゅん） 

職業：学生（大学院生） 

所属：広島大学 

専門分野：人文社会科学 

日本語レベル：上級 N１180/180 

英語レベル：上級 

出身国や外国で過ごした経験について教えてください： 

わたしは、中国・北京にうまれました。北京といえば首都として有名なので、賑やかな大都会

のイメージがさぞ強いのでしょう。しかしそこに生活しているものとして、この古い街の静か

で穏やかな一面が多く目にしています。大学時代は遼寧の大連ですごしました。大連は大変美

しい街で、海と山にたくさん恵まれています。私にとって思い出がいっぱいの街です。 

そして同じ大学では遊学のため、アメリカのメリーランドへ行きました。東京にも住んだこと

があります。 

大学を卒業したあと、2 年ほど翻訳者・中国語教師として働きました。日本語について引き続

き研究したいと思いまして、大学院に進学しました。試験の準備をしながら東京で忘れがたい

夏をすごしました。 

旅行は好きなので、他にイタリア・フランス・ドイツ・オーストリア・スイス・ベルギー・ロ

シアなどの国にも旅をしました。とりわけイタリアとスイスはとても素敵な国でもう一度行き

たいです！ 

広島の児童・生徒たちにどんなことを学んでほしいですか： 

今は国際化が進んでいる時代だとよく言われますし、国と国との連絡も頻繁になりました。し

かしこんな経験はありませんか。実際外国の人と接触みれば、本やテレビでは教えられていな

いことばかりで、まるで全く知らない世界の話のように感じて怖気づいてしまいます。留学し

ても国の人とばかり遊んでて、外国語を話すのが怖いのです。 

わたしは、中国語の先生を務めた経験がありますし、専門上日本語をも教えてきました。語学

勉強において一番の塀は語彙量も、文法ではなく、会話を始まる勇気だと思います。まだまだ

若い皆さんには、外国人とたくさんお話して、楽しくなって、そして未来のために一歩を踏み

出す勇気を見についてほしいのです。 

そして、国や中国人を代表して…だなんて私にはその資格はないと思いますが、私という外国

人と接触することで、子供たちがちょっと違う中国の一面を、ちょっと面白い世界の一角を覗

いて、そしてこの経験が素敵な思い出になってくれれば、幸いです。 



 

自己紹介を自由に記載してください（写真などもお使いください）： 

わたしは、明るい性格をしています。趣味はちょっと珍しいかもしれませんが、語学の勉強で

す。そのため、たくさんのお友達を作りたい、いろんなところに旅をしてみたいのです。 

今は日本の大学で研究をしています。将来は大学教員になることを目標として勉強します。人

を教えることは好きですし、教壇に生涯を捧げたい覚悟でいます。教鞭をとる両親からの影響

だと思います。 

そしてまた今では珍しい趣味を持っています。文通です。日本にくる前から、素敵な文友さん

とたくさんお手紙を交わしました。優しい人ばかり出会いました、大変ありがたいのです。そ

してこうしている間に、やはり違う国の人ですねと、面白い文化の差をたくさん見つかりまし

た。もし機会があれば、このようなテレビでも本でもなかなか紹介してもらえない細かい部分

を語らせていただきたいと思います！ 

そして普段は読書と動画鑑賞が大好きです。本はサスペンスと、ちょっと古い純文学（ロシア・

フランス文学など）が好きです。主にアニマル動画とゲーム実況をみます。そして歌うことが

楽しいです！流行り歌はもちろん、コーラスも好きです。ちなみにソプラノです！ 

インドア派に見えますがお外でお散歩するのも好きです。四季の変わりを全身で感じるのはと

ても素敵なことです。大都会より自然の方が好きですね。 


